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２
月
24
日
以
来
、
世
界
中
の
目

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
ク
ギ
付

け
に
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
人
々

は
、
伝
え
ら
れ
る
殺
戮
と
破
壊
の

惨
状
に
衝
撃
を
受
け
、
怒
り
と
と

も
に
、
一
刻
も
早
い
平
和
の
回
復

を
願
い
、
こ
の
理
不
尽
な
戦
争
が

21
世
紀
の
い
ま
、
な
ぜ
起
こ
っ
た

の
か
に
思
い
を
つ
の
ら
せ
て
い
る
。

20
世
紀
は
「
戦
争
の
世
紀
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
を
皮

切
り
に
、
二
つ
の
世
界
大
戦
を
は

さ
ん
で
92
年
の
ボ
ス
ニ
ア
戦
争
ま

で
、
24
も
の
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
う
ち
、
第
一
次

大
戦
で
は
２
６
０
０
万
人
が
、
さ

ら
に
、
第
二
次
大
戦
で
は
５
３
３

５
万
人
が
犠
牲
に
な
り
、
い
ず
れ

も
そ
の
５
〜
６
割
が
非
戦
闘
員
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
日

本
で
は
、
第
二
次
大
戦
の
犠
牲
者

は
あ
わ
せ
て
３
１
０
万
人
、
う
ち

４
分
の
１
強
の
80
万
人
が
一
般
の

市
民
・
住
民
で
あ
る
。
主
に
は
、

沖
縄
戦
の
９
万
４
千
人
を
は
じ
め
、

東
京
大
空
襲
の
10
万
人
、
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
11
万
人
な
ど
だ

が
、
１
９
４
５
年
６
月
19
日
の
静

岡
大
空
襲
で
は
、
１
９
５
２
人
の

市
民
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
戦

争
の
犠
牲
者
は
常
に
【
無
辜
の
民
】

む

こ

で
あ
る
。

ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ

ン
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

軍
事
侵
攻
し
た
日
２
・

24
は
、
日
本
が
太
平

洋
戦
争
に
突
入
し
た

12
・
８
と
と
も
に
、

人
々
の
脳
裏
に
刻
ま

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
も
に
、
人
類
史
の

恥
ず
べ
き
メ
モ
リ
ア

ル
・
デ
ー
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、

20
世
紀
、
街
々
を
廃

墟
の
山
と
し
、
８
千

万
人
を
超
え
る
死
者

と

数
え

切
れ

な
い

【
難
民
】
を
つ
く
り
出
し
た
、

二
つ
の
世
界
大
戦
の
忌
ま
わ
し
い

経
験
か
ら
、
人
類
は
「
不
戦
」
を

誓
っ
た
は
ず
な
の
に
、
い
ま
ま
た
、

核
兵
器
の
威
嚇
と
最
新
鋭
の
近
代

兵
器
に
よ
る
無
差
別
攻
撃
で
主
権

国
家
を
侵
略
、
殺
戮
と
破
壊
の
か

ぎ
り
を
つ
く
す
戦
争
の
不
条
理
と

う
と
ま
し
さ
で
あ
る
。
何
故
か
？

冷
戦
終
結
後
、
唯
一
の
超
大
国

と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
新
自
由

主
義
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
駆
動
力

に
、
世
界
市
場
を
舞
台
に
富
の
収

奪
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
政
治
的

に
は
Ｅ
Ｕ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
同
盟
国

と
す
る
核
軍
事
同
盟
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
と
の
新

た
な
緊
張
関
係
を
つ
く
り
出
し
た
。

と
く
に
東
欧
諸
国
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
と
、
つ
づ
く
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
へ
の
動
き
を
、

ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
は
自
ら
の
体

制
の
死
活
的
脅
威
と
み
て
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
の
阻
止
と
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
中
立
化
・
非
軍
事
化

を
名
分
に
、
２
月
24
日
軍
事
侵
攻

を
仕
掛
け
た
の
で
あ
る
。

国
境
を
接
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

新
し
い
東
西
対
立
の
最
前
線
と
し
、

版
図
拡
大
を
狙
う
ロ
シ
ア
の
暴
力

的
〈
現
状
変
更
〉
は
到
底
、
許
さ

れ
な
い
。
い
か
な
る
事
情
や
理
由

で
あ
れ
、
戦
争
は
憎
悪
と
報
復
の

連
鎖
を
広
げ
る
最
大
の
悪
行
・

「
絶
対
悪
」
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

い
ま
、
と
く
に
警
戒
す
べ
き
は
、

首
都
キ
ー
ウ
攻
略
に
失
敗
し
た
ロ

シ
ア
軍
が
、
東
部
ド
ン
バ
ス
地
方

の
実
効
支
配
に
向
け
て
兵
力
を
集

中
し
、
こ
の
地
域
を
凄
惨
な
戦
禍

に
巻
き
込
む
、
【
沖
縄
化
】
へ
の

道
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
粘
り
強
い
抵
抗

と
国
際
世
論
の
高
ま
り

を
前
に
、
追
い
詰
め
ら

れ
た
プ
ー
チ
ン
が
、
自

ら
【
国
の
存
立
に
関
わ

る
事
態
】
と
見
立
て
て
、

核
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

国
内
的
に
は
、
こ
の
機

と
ば
か
り
、
永
田
町
で

声
高
に
語
ら
れ
る
「
核

共
有
」
論
や
「
緊
急
事

態
条
項
」
の
法
制
化
を

狙
う
、
惨
事
便
乗
型
・

９
条
改
憲
の
よ
こ
し
ま

な
動
き
で
あ
る
。

後
世
、
21
世
紀
を
、

20
世
紀
と
と
も
に
「
戦

争
の
世
紀
」
と
し
て
語

ら
し
め
、
ま
し
て
や
こ

れ
を
「
終
末
の
世
紀
」

と
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

い
ま
改
め
て
、
平
和
と

基
本
的
人
権
、
民
主
主

義
を
深
く
刻
印
し
た
日

本
国
憲
法
が
輝
き
を
増

し
て
い
る
。

ウクライナに
平和を！

今、このロシアによる戦

争でウクライナの子供たち、

砲弾におびえて泣いている女の子の姿を見て、

あの時の私（静岡空襲・７歳）が思い出され

てどうしようもありません。

私も連日の爆弾の音におびえて防空壕にか

くれていました。（庭に穴を掘っただけのも

ので、シェルターというしっかりしたもので

はありません）

シュルシュルッという音からドカーンと落

ち、パチパチっと火花が飛び散ると火の海と

なり、目の前で焼かれて倒れる人を見ます。

「死」が目の前にあり、こわくてこわくて涙

も出ませんでした。84才になった今もトラウ

マで花火が嫌いです。

「こんな思いをしているウクライナの子供

たちを殺さないでください」と、ロシア大使

館に今日はがきを書きました。

早く！ 一刻も早く！ 停戦を！

木野 久恵
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▽
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
東
京
深

川
（
現
江
東
区
）
森
下
町
に
一
家
４

人
で
住
ん
で
い
た
。
僕
は
空
襲
警
報

が
鳴
る
と
自
宅
の
暗
く
湿
っ
た
防
空

壕
で
爆
音
と
コ
オ
ロ
ギ
に
お
び
え
て

泣
い
て
い
た
。
畳
下
を
掘
っ
た
だ
け
の
そ
れ
は
も
し
も

直
撃
弾
を
受
け
れ
ば
全
滅
。
ガ
ソ
リ
ン
統
制
で
タ
ク
シ
ー

業
を
廃
業
さ
せ
ら
れ
た
父
は
朝
日
新
聞
社
に
３
台
の
ア

メ
車
と
共
に
徴
用
さ
れ
た
。
▽
帝
都
も
危
な
い
と
判
断

し
た
父
は
３
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
直
前
に
郷
里
の
新

潟
県
に
避
難
民
と
し
て
疎
開
。
避
難
先
の
な
い
近
所
の

住
民
は
ほ
と
ん
ど
焼
死
。
難
民
と
し
て
闖
入
さ
れ
た
親

ち
ん
に
ゅ
う

戚
も
困
っ
た
で
あ
ろ
う
。
藁
布
団
に
寝
起
き
。

辛
か
っ
た
の
は
３
～
４
ｍ
も
の
日
本
一
の
豪

雪
と
寒
さ
と
空
腹
。
小
学
校
で
は
東
京
言
葉

で
、
学
年
一
番
の
チ
ビ
の
僕
は
毎
日
い
じ
め

ら
れ
て
い
た
が
自
殺
し
な
か
っ
た
。
無
謀
な

戦
争
で
人
生
を
狂
わ
さ
れ
た
戦
争
指
導
者
へ

の
恨
み
は
深
い
。
▽
６
月
20
日
に
は
静
岡
空

襲
で
２
千
人
弱
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
清
水
は

空
襲
と
艦
砲
射
撃
で
も
犠
牲
者
を
出
し
た
。

一
夜
で
10
万
人
以
上
の
民
間
人
が
殺
さ
れ
た

東
京
を
は
じ
め
と
し
て
米
軍
の
無
差
別
爆
撃

に
よ
る
民
間
人
無
数
の
死
者
へ
の
補
償
は
一

切
な
し
。
東
京
大
空
襲
の
資
料
を
展
示
す
る

「
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
」
は

あ
る
が
小
池
都
政
は
冷
た
い
。
東
京
で
は
犠

牲
者
団
体
に
よ
る
補
償
を
求
め
て
の
裁
判
が

起
こ
さ
れ
て
き
た
が
門
前
払
い
判
決
が
続
く
。
▽
静
岡

に
も
「
静
岡
平
和
資
料
セ
ン
タ
ー
※
」
が
あ
り
、
僕
も

そ
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
微
力
な
が
ら
か
か
わ
っ
て

い
る
。
ぜ
ひ
若
い
人
を
、
お
孫
さ
ん
を
誘
っ
て
訪
れ
て

ほ
し
い
。
日
中
戦
争
～
太
平
洋
戦
争
、
原
爆
、
空
襲
の

記
録
の
映
像
、
写
真
集
、
書
籍
、
紙
芝
居
、
焼
夷
弾
の

実
物
等
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
建
設
中
の
市
の
歴
史
博

物
館
に
「
近
現
代
史
の
展
示
」
を
要
請
し
た
が
市
当
局

は
「
今
川
～
徳
川
」
を
展
示
の
目
玉
に
す
る
べ
く
ス
ル
ー

さ
れ
て
し
ま
う
。
田
辺
市
政
の
歴
史
認
識
は
問
題
あ
り
。

空襲の記録を次世代に ～宮 秀雄～ 風の
子

つむじ風

戦争の世紀

佐藤 博明

『ＰＥＡＣＥ ＦＯＲ ＵＫＲＡＩＮＥ』イラスト中村通孝氏

※

静
岡
市
葵
区
伝
馬
町
10-
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ル
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２
階
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週
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・
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日
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時

開
館
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静
岡
県
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津

波
の
被
害
想
定
を
１
７
０
７
年
に

起
き
た
宝
永
地
震
に
基
づ
い
て
行
っ

て
い
る
。
津
波
第
一
波
は
地
震
後

清
水
区
・
駿
河
区
共
に
６
分
で
、

50
セ
ン
チ
の
津
波
到
達
と
予
測
し

て
い
る
。
し
か
し
東
京
大
学
地
震

研
究
所
の
郡
司
教
授
に
よ
れ
ば
、

静
岡
県
の
防
災
指
針
は
見
直
す
べ

き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
例
を

挙
げ
る
と
、
１
４
９
８
年
９
月
に

発
生
し
た
明
応
地
震
津
波
は
こ
の

規
模
を
上
回
る
の
で
は
な
い
か
と

言
及
。
清
水
区
村
松
に
あ
る
海
長

寺
の
記
録
。
「
大
き

な
地
震
の
あ
と
大
波

が
襲
っ
て
来
て
、
海

辺
の
寺
院
・
庶
民
の

家
・
牛
馬
な
ど
が
全

て
水
に
没
し
た
。
」
「
焼
津
林
叟

院
曰
く
、
而
し
て
溺
死
者
大
凡
弐

萬
六
千
人
也
。
」

明
応
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８･

２
か
ら
８･

４
と
推
定
さ
れ
る

が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
か
ら
９
と
予
測
さ
れ

る
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
な
ら
ば

宝
永
地
震
・
明
応
地
震
よ
り
更
に

巨
大
な
地
震
で
あ
る
。
３
月
11
日

の
大
震
災
時
は
震
度
７
、
揺
れ
の

時
間
の
長
さ
は
１
６
０
秒
・
３
分

弱
。
私
は
起
震
車
で
震
度
７
の
揺

れ
を
体
験
し
た
が
立
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
、
ま
し
て
歩
く
の
は
不
可

能
。
揺
れ
が
３
分
続
く
と
し
て
、

そ
の
後
３
分
後
に
海
岸
線
に
50
セ

ン
チ
の
高
さ
で
津
波
が
到
達
す
る
。

果
し
て
３
分
間
で
避
難
に
必
要
な

準
備
が
出
来
る
の
か
？

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

最
近
、
垂
直
避
難
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
が
、
家
か
ら
出
ら
れ

な
い
以
上
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。

た
と
え
出
ら
れ
た
と
し
て
時
速
40

キ
ロ
も
の
津
波
が
襲
い
か
か
る
。

垂
直
避
難
と
い
っ
て
近
く
の
ビ
ル

に
到
達
で
き
た
と
し
て
、
そ
の
ビ

ル
の
高
さ
と
海
抜
高
が
問
題
に
な

る
。
そ
の
ビ
ル
の
海
抜
が
３
ｍ
、

ビ
ル
の
高
さ
が
３
階
で
あ
る
な
ら
、

押
し
寄
せ
る
津
波
高
に
及
ば
な
い
。

ま
た
市
内
に
15
箇
所
あ
る
避
難
タ

ワ
ー
に
も
問
題
が
あ
る
。
私
の
調

査
で
は
、
う
ち
７
箇
所
が
海
抜
＋

タ
ワ
ー
高
が
13
ｍ
に
及
ば
な
い
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
南
三
陸

町
の
防
災
庁
舎
の
無
線
呼
び
か
け

で
の
、
震
災
死
の
悲
劇
が
こ
こ
で

繰
り
返
さ
れ
る
事
に
な
る
。
こ
こ

で
必
要
な
の
は
市
民
が
い
つ
ど
こ

で
津
波
に
あ
っ
て
も
、
事
前
に
13

ｍ
以
上
の
海
抜
高
の
場
所
を
把
握

し
て
お
く
事
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
を
市
民
に
告
知
し
て
い
る
か
？

防
災
情
報
の
必
要
性
と
巴
川

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

静
岡
市
は
河
川
津
波
情
報
を
非

公
開
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
不
可
解
で
あ
る
。
仮
に
国
道
付

近
の
住
民
が
北
方
の
高
所
目
指
し

て
避
難
行
動
を
と
っ
て
も
、
巴
川

か
ら
溢
れ
た
河
川
津
波
が
前
方
か

ら
襲
っ
て
来
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
が
都
市
河
川
津
波
の
恐
ろ
し

さ
。
折
戸
湾
か
ら
逆
流
す
る
津
波

は
清
水
区
役
所
・
海
抜
２
ｍ
、
清

水
署
・
３
ｍ
を
葵
区
方
面
を
目
指

し
、
一
帯
の
家
々
を
な
ぎ
倒
し
つ

つ
、
能
島
・
２
ｍ
、
国
道
を
水
で

満
た
し
、
鳥
坂
・
５
ｍ
、
瀬
名
川
・

６
ｍ
、
古
庄
・
７
ｍ
、
千
代
田
・

６
ｍ
、
平
坦
な
流
通
通
り
８
～
10

ｍ
に
洪
水
を
も
た
ら
し
、
麻
機
遊

水
地
・
７
ｍ
ま
で
到
達
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
流
域
の
人
口
は

如
何
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。
正
に
阿

鼻
叫
喚
の
地
獄
絵
図
が
繰
り
広
げ

ら
れ
な
け
れ
ば
良
い
が
。
こ
の
広

い
範
囲
で
葵
区
の
13
ｍ
を
越
え
る

避
難
場
所
は
、
わ
ず
か
に
沓
谷
の

谷
津
山
94
ｍ
と
流
通
セ
ン
タ
ー
裏

山
75
ｍ
し
か
な
い
。
思
い
起
こ
せ

ば
東
日
本
大
震
災
時
の
石
巻
、
北

上
川
河
口
か
ら
４
キ
ロ
上
流
の
川

沿
い
に
位
置
す
る
大
川
小
学
校
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
ず

に
安
全
な
場
所
と
さ
れ
て
い
た
。

結
果
、
校
庭
に
集
合
し
た
74
名
の

児
童
が
学
校
の
裏
山
に
避
難
せ
ず

死
亡
し
た
。
こ
の
原
因
は
行
政
の

見
通
し
の
甘
さ
と
言
っ
て
良
い
だ

ろ
う
。
静
岡
県
・
静
岡
市
は
市
民

の
安
全
と
財
産
を
守
る
た
め
、
最

悪
の
場
合
を
想
定
し
防
災
指
針
を

大
幅
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

正
確
な
き
め
細
か
い
情
報
を
発
信

し
、
必
要
で
有
効
な
対
策
を
打
ち

出
す
事
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
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４月

29日（日）９の日行動 青葉前 12:30

５月

３日（火）憲法を考える市民のつどい
渡辺治 講演13:30 アザレア

６日（金）核禁条約サイン署名
12：00 東急前

９日（月）９の日行動 青葉前 12：00

19日（土）オール静岡アクション

17：30 青葉前

24日（火）平和行進･静岡(予定)

青葉公園

29日（月）９の日行動 青葉前 12：00

平和の動き

４～５月

南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
被
害
想
定
に
つ
い
て

歴
史
か
ら
学
ぶ
べ
き
事

片
野

修
治

Flood ｍapsで海面高を13メートルに設定、水没する地域が青紫色で表示される。グーグルマップを編集。

静清バイパス

流通通り
国道１号線

東名高速道路

西奈南小

スマホでシミュレーション
①右下のＱＲコードを読みとる

②地図を「China & Japan」に移動

③目的地に移動・拡大

④左上の「Sea level rise」

を13メートルに設定

Floodmaps
http://flood.firetree.net/
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